
 

 

 
 
 
 

 
 
 

憲法施行 74年目の憲法記念日。いつもは毎月９日に実施

している「下北地域九条の会」主催の街頭宣伝行動を記念日

に合わせて午後３時よりマエダ本店前で実施、会員を中心に

13人が参加しました。 

街宣行動では木下千代治共同代表、新婦人の会・吉田眞

佐子事務局長、佐藤武むつ市議、年金者組合・吉田麟支部

長、むつ市平和委員会・柳谷睦夫会長がスピーチしました。

各弁士は、わが国の憲法の３本の柱である国民主権、平和主

義、基本的人権などの条項について、その大切さを強く訴え

ながら、市民と野党の共同で年内には確実に行われる総選挙

で勝利し改憲をストップさせようと呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★今回は憲法特集です。２～３面に憲法に関するニュースや情報を掲載しました。 
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５月３日付東奥日報紙へ掲載され

た憲法擁護の意見広告です。 
668名 122団体から賛同をいただき掲載

されました。出来れば来年は倍以上の結集

で全面広告としたいものです。（今回は 1/3

程度の紙面でした） 

当地域からも多くのみなさまからご協力

をいただきました。ありがとうございました。 

立憲民主党むつ下北支部暫定結成、正式結成へ向けて社民フォーラムしもきたと協議を開始！ 
 

 立憲民主党青森県連が４月 18日に

開催した定期大会で各地域支部を設

置することが確認され、４月 27日には

当むつ下北を含む「青森県第１区総支

部」が結成されました。また、その傘下

組織として「むつ下北支部」が暫定結成

されました。 

 これを踏まえてと５月 12、31日に同組

織３役と当フォーラム３役の間で今後の

対応などについて意見交換会を開催し

ました。また升田世喜男第１区総支部

長も参加しました。 

 

 意見交換会では今後、旧社民党から

の合流党員を交えてあらためて役員補

充や今後の活動方針の確定へ向けて６

月 19日（土）に正式な結成大会を開催

することとしました。 

当会としても従来の私たちの政治的

スタンスを確保することや地域活動へも

反映させるためにも新役員への参画や

議案作りに関わることが重要であるとの

判断から断続的に打ち合わせを継続し

て行くこととし、フォーラム３役で具体構

想が確定した段階で全員集会を踏まえ

の上控訴がや支部結成大会へ向けて

精力的に協議を重ねることとしました。 

て結成総会へ臨むこととします。 

《立憲民主党むつ下北支部暫定役員》 

【支 部 長】能登勝彦（風間浦村議） 

【副支部長】山本信悦（１区支部顧問） 

【幹 事 長】杉浦弘樹（むつ市議） 

 

（あいさつする升田世喜男第１区支部長） 



 

 

桜の時期の風物詩『憲法記念下北駅伝競走大会』今年で 73回を数えました 

むつ市で毎年５月３日に行われるは今年で 73回目となりました。今年は冷

たい雨が降る中、一般や高校生、中学生の計３１チームが健脚を競い合いま

した。憲法記念を銘打つ駅伝大会は憲法公布当時は全国的に散見されまし

たが現在では当市以外は確認できませんでした。 

『憲法記念』を名乗ることもあり、一時はむつ地区労でも傘下労組から選手

を募ってチームを作り、参加をしていた時期もありました。大会には例年、大

湊海上自衛隊からの団体参加も多く、上位入賞を果たしています。そこで今

回はこのイベントを紐解いてみました。 

 

憲法記念下北駅伝競走大会は、戦前

より大日本帝国海軍大湊要港部観桜会

の一環として開催されていた駅伝大会が

礎となっている。1948年５月５日、日本

国憲法発布を祝して、「第１回下北駅伝

競走大会」として復活した。当時の大会

は、主要道であった宇田町三叉路から、

現海上自衛隊大湊音楽隊による演奏先

導にて入場行進を行い、大湊地方隊総

監部前庭にて開会式が盛大に行われ、

宇田～山田～田名部～山田～宇田～城

ヶ沢～宇田の６区間のコース であった。

1954年第７回大会より憲法記念日の５

月３日に、1960年第 12回大会より「憲

法記念下北駅伝競走大会」と改称してい

る。その後、むつ運動公園陸上競技場

の竣工に伴い、同所をスタート・ゴールと

する走路変更を余儀なくされたが、大

湊、田名部両中心街を一巡するコースに

大幅な変更はなく開催されている。 

2011年３月 11 日発生の東日本大震災

の影響で開催中止も危ぶまれたが、第１

回大会から中断のない大会を強行開催

した。このように、下北地方の春の一大

風物詩となったこの大会は、「憲法駅伝」

と呼ばれ、2007年、第 60回記念大会事

業として、優勝旗３旗を新調することがで

きるなど、市民より幅広く応援支持を得

て定着している。 2017年は、記念すべ

き第 70 回大会を迎えることとなった。

国内に おいては、憲法記念と冠した大

会としては最も歴史がある大会といわれ

ている。（むつ市陸上競技協会 HPより） 
 

 
日本国憲法公布日は 1946（昭和 21）年 11月３日です。なぜ、５月３日が憲法記念日なのか 
５月３日は、日本国憲法が施行された

日なのですが、なぜ、公布日である 11

月 3日が憲法記念日にならなかったの

でしょうか？ その理由を紹介します。

 

日本国憲法は、1946（昭和 21）年 11

月３日に公布されました。施行されたの

は、その翌年の５月３日です。  

憲法記念日は、日本国憲法の公布

日である 11月 3日にする予定がありま

した。しかし、11月３日が明治天皇の誕

生日だったことや、天皇と国民の関係

性を薄めたかった GHQの反対により、

施行日である５月３日に設定されること

になったそうです。かつて 11月３日は、

「天長節」、のちに「明治節」として祝日

となっていました。しかし、1947（昭和 

22）年に廃止されます。その翌年である

1948（昭和 23）年、祝日法によって 11

月３日は日本国憲法が公布された日で

もあり、その日本国憲法が平和と文化を

重視していることから、「文化の日」と定

められました。 

この趣旨のもと、現在でも「文化の

日」には芸術祭や文化勲章の授与、文

化功労者の表彰などが行われていま

す。半年間離れている「憲法記念日」と

「文化の日」には、こうした歴史的繫がり

があったのです。 

 
「９条」を『窮状』と読み替えて～憲法擁護、脱原発にこだわり続ける沢田研二さん 

2018 年９月、ジャーナリストの鎌田慧さんから電話で『沢田

研二さんのコンサートがむつ市で開催される。ついては彼の

メッセージソングを地元の憲法擁護や脱原発の活動者に聞

いてほしいのでチケットを 100 枚程度進呈したいと彼の音楽

事務所から連絡があったので送付したい。』と連絡がありまし

た。公演日程が差し迫っていたため、慌てて知人や各グルー

プに配分して進呈したことがありました。 

沢田さんが自分の表現にプロテストの要素を入れ始めたの 

は、2008年に憲法 9条への祈りを 

込めた「我が窮状（歌詞は右）」を発 

表したときからです。この時、沢田さ 

んは 60歳。あるインタビューで「結 

局何が一番大事なのかとなった時、 

売れる売れないはもう違う。、こん 

な年齢になったから、ちゃんと言って 

いかないと恥ずかしいよね。」と語っ 

ています。 
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 憲法記念下北駅伝競走大会沿革 
 



 

 

身近な風景に学ぶ憲法 北海道・北見の高校が試み 
 
新学期が始まって間もなく、北海道北見

市の北見北斗高校 3 年の現代社会で憲法

の学習が始まった。社会科の山崎辰也・主

幹教諭が試みたのは、身近な日常をもとに

憲法を考える授業だ。 

 まず、生徒たちに問いかけた。「憲法を守

らなければならないのは、だれでしょうか」。

配られたプリントには、国民、天皇、国会議

員、裁判官と選択肢が四つある。「ちょっと

聞きますよ。国民と思う人」。大半の生徒が

手を挙げた。「実は、違うんです。なんでだ

と思う？ 答えを先にいうと、天皇、国会議

員、裁判官です」。 「えー」。意外そうな反

応が生徒達から返ってきた。 

 山崎さんは、根拠となる条文として「憲法

尊重擁護義務」を定めた 99 条を生徒に読

み上げさせた。さらに続けた。「国家のため

に個人があるのか、個人のために国家があ

るのか、どっちだと思う？」、この問いには殆

んどの生徒が「個人のため」に手を挙げた。 

 「根っこにあるのは、『すべて国民は、個人

として尊重される』と定めた 13 条です」。歴

史を振り返ると、権力を握った者が自分たち

の都合のいいように個人の自由や権利を奪 

ったナチス・ドイツのような例がある。山崎さ

んは、国家権力に歯止めをかけるために憲

法があることを説明した。 

 ここからが、「憲法を身近な風景を通して

知る」試みだ。 山崎さんは昨年、コロナ禍

で休校になった期間に、北海道東部の地

域を巡り、憲法学習の教材になりそうな場所

を撮影した。それらの写真をモニター画面

に映し出した。 

 最初は、別海町などにある陸上自衛隊矢

臼別（やうすべつ）演習場。演習場の中に

民有地があり、平和資料館がある。国の土

地買収に応じなかった地主の住居跡が、平

和運動の歴史を伝える資料館として 2019

年にオープンした。個人の土地が守られる

財産権を保障した 29 条や、平和主義を定

めた 9条にもかかわる風景だ。 

次に見せたのは、釧路市の春採（はると

り）湖周辺の風景だ。狩猟や漁労をなりわい

としていたアイヌ民族が、明治政府の同化

政策で農耕を強いられたが、与えられた土

地は作物をつくるには不向きな傾斜地だっ

た。日本国憲法ができる前の出来事だが、

法の下の平等を定め、何人も差別されない 

ことを謳った 14条を肌で感じてもらうのが狙

いだ。 

 そのほか、過去に囚人や朝鮮人、中国人

らが過酷な労働に従事させられた場所やそ

の碑などが次々に映し出された。個人の権

利が侵されたことを物語る写真に、生徒た

ちは見入った。 

 授業のあと、大宮柊さん（17）は「憲法があ

るから暮らしが守られているということを、身

近な風景から感じた。18 歳になると選挙権

が与えられるけれど、社会に対する自分の

考えが広がったような気がします」。立花あ

みんさん（18）も「ふだん知らない場所で憲

法が関係するところがいっぱいあることがわ

かってよかった。国の代表の人たちが憲法

をどう扱っているのか、もっと深く知りたいで

す」と話した。 

 

 

その一方ではこんなニュースもありました 
｢今後の社会教育に生かして｣ 

 “九条俳句問題”で市民の検証委が報告書 
さいたま市の女性が憲法九条を詠んだ俳句が公民館だよりに

掲載されなかった問題で、女性を支援してきた「『九条俳句』市民

応援団」などがつくった検証委員会が報告書をまとめた。近く市

や市教育委員会に提出する。掲載を見送った市や公民館の対応

を批判し、再発防止を求めている。 

 この問題では 2014 年に「梅雨空に『九条守れ』の女性デモ」と

いう句が不掲載になったことを巡り、女性が市を提訴。18 年 12

月、市に賠償を命じた最高裁判決が確定した。 

 「応援団」などは市側に問題を検証する第三者委員会の設置を

求めたが、実現しなかった。このため、市民や学識経験者、弁護

士ら 10人で構成する検証委を発足させ調査していた。 

 報告書は今年１月にまとまり、不掲載から裁判までの経緯を記

すとともに、問題点を分析。専門性に欠ける公民館の職員が「住

民に対して不公正な取り扱いをしない」という点で初期対応を誤

り、市上層部も追認したことで問題が長期化したなどと指摘した。

再発防止のため、公民館には「社会教育主事」の有資格者など社

会教育の重要性を理解する職員を配置した上、館長の権限を強

めるなど、各館の自治運営を尊重すべきと提言した。 

2021/2/3 東京新聞 

  

憲法記念日の講演・木村草太さんを２度提案も… 

「拒まれて驚いた」と鎌倉市の実行委経験者 
 2018年５月の憲法記念日に行われた講演の講師に、憲法学者

の木村草太さんを起用するのを「政治的」として拒否した鎌倉

市。市の平和事業は、公募市民による「鎌倉平和推進実行委員

会」と市の主催で実施されてきたが、市は単独で主催する形に変

更し、21 年度は実行委員の公募も取りやめた。委員経験者は

「平和のためにやってきた。政治を持ち込んだのは市だ」と憤る。 

 木村さんを推薦した元委員によると、若い世代の参加者を増や

すため、若手の憲法学者として注目され、テレビ出演も多いこと

から提案したという。「市に拒まれて驚いた」と当時を振り返る。 

実行委は木村さんを再 

度推薦したが、市側は拒 

否。「講演自体がなくなる 

と困るから、受け入れるし 

かなかった」と話す。 

この直後、市は「主催  

鎌倉市・実行委」から「主 

催 鎌倉市、企画・運営 実行委」に変えた。実行委は「活動内

容は変わらない」と説明され、了承したという。19 年度には、市側

が実行委に相談せずに「憲法記念日の集い」から「平和の集い」

に名称変更し、実行委の批判を受け謝罪する出来事もあった。 

 市は昨年 11月、新型コロナウイルスの影響でイベント開催が

難しいことや財政難を理由に、21年度に実行委の公募を休止す

ると委員に告げた。しかし、一部の平和事業は市単独で続けるこ

とから、元委員は「コロナは休止の理由になっていない」と指摘。

公募を続けるよう求めて市議会に請願を提出し、今年二月、継続

審査になった。              2021/4/30東京新聞抜粋 

2021/5/3 憲法記念日 
朝日新聞デジタルより 

 

 

 



 

 

「下北の医療を考える会」 

むつリハビリテーション病院、民間移譲で下北医療センターへ申し入れ書提出！ 

 「下北の医療を考える会」（目時睦男共同代表）は５月 16、25

日と役員会を開催し、民間移譲問題が大詰めを迎えている、

むつリハビリテーション病院民間委託問題で、５月 27日に下

北医療センターへ申し入れ書を提出しました。 

申し入れ行動はコロナ禍のため、医療センター側との質疑

時間を設定することが叶わなかったため郵送対応としました。 

申し入れ内容は、地域住民のいのちと暮らしを守る医療体制

の構築へ向け、民間移譲に反対する立場から、住民へのヒヤ

リングもないままにこうした方針に至った経過説明を求めてい

ます。また、むつリハビリテーション病院労組の代表の意見な

どを聞きながら、もし民間移譲となった場合に懸念される点な

どを質しました。 
 

【申し入れ内容の骨子】 
 ① 今まで続けてきた、指定管理者制度を止める判断に至った 

経緯。 

 ② コロナ禍のなか、感染防止対策に支障はないのか。 

③ 経営を指定管理制度へ移管後、16年間で 10億円の市財 

政負担とされているがその実情について。 

 ④ 民間移譲の理由に一つに施設老朽化を挙げているが耐震 

診断などの結果はどうだったのか。 

⑤ 民間移譲後、むつ総合病院との関連はどう位置づけるのか。 

 ⑥ 廃止予定とされている介護病棟は今後どうなるのか。 

 ⑦ 通所リハビリテーション事業はそのまま運営できるのか。 

 ⑧ 以前行っていた外来診療は復活できるのか。 

 ⑨ 経営環境が厳しいなか、赤字覚悟で移譲を受け入れる民間事業者が存在すると判断した背景は何か。 

⑩ 移譲条件には 10年後、病院継続の制約は無いことから、病院が廃止されるのではないか。 

⑪ 市民の安全、安心を言うのであれば、先ず市民に率先して民間移譲について意見を聞くべきではないか。 

⑫ 現在のスタッフの労働条件などの勤務環境は保証されるのか。 

⑬ この問題が出て以来、将来の身分に不安を持ち、離職するスタッフの一定数出ていると聞くが実情を把握しているか。 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

むつリハビリテーション病院経営移譲参考資料    ※下北医療センターホームページより抜粋 
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「４・９反核燃の日」活動の取り組み 
青森県反核実行委員会の公開質問に RFS社、東通村、大間町から回答が届きました。 
1985年（昭和 60年）のこの日、当時の北村青森県知事が

県議会の全員協議会で核燃料サイクル施設の推進を表明し

た４月９日を反核燃の闘いの大きなシンボルとして「反核燃の

日」と位置付けて全国レベルの取り組みを青森市で開催して

きました。しかし昨年、今年とコロナ禍のため集会は中止となり

ました。しかし実行委員会では青森県、むつ市、大間町、東通

村、RFS社に公開質問状を提出していました。５月 17日時点

で青森県、大間町、東通村、RFS社から回答を得ております。

必ずしも質問に正面から答えているとは思われませんが、取り

あえず、RFS社の回答を掲載しました。(その他は次回掲載)
 

【RFS社（リサイクル貯蔵燃料株式会社）への質問と回答】 

質問 
昨年末，経済産業省と電気事業連合会が，使用済燃料中間貯蔵施設の共用案をむつ市長に示したが、貴職には何の前

触れちなかったのか？特に現在は，福島原発事故後に経済的に困窮して東京電力㈱，そして他の電力会社からの支援を受
けている日本原子力発電㈱からも，何も連絡がなかったのか？ 

回答 
2021年 12月 17日に当社の親会社である東京電力㈱と日本原子力発電㈱から当社に 連絡がありましたが，経済産業省

や電気事業連合会からの説明、連絡などは受けていません。 

質問 
貴職としては，東京電力㈱と日本原子力発電㈱から，他社の分の使用済燃料の受け入れをお願いすると言われた場合に，

これを断ることが出来ますか？ 

回答 回答 共同利用に関しては何も決まったものはありません。 

質問 
使用済核燃料中間貯蔵が貯蔵開始された後に東北電力・東通原発と大間原発が運転中に重大事故を起こした場合、中間

貯蔵施設の職員は持ち場を離れて避難するべきですか？それとも持ち場を離れないようにすることを取り決めていますか？ 

回答 施設運営等に必要となる最低限の職員が敷地内に留まることとなります。 

質問 
貯蔵から 5 0年後に元の原子力発電所に返却する場合に、搬出元の電力会社が倒産している可能性があるが，その場合

はどこに返却することになるのか？ 

回答 回答 仮定のお話についての回答は差し控えさせていただきます。 

質問 
巨大津波の被害発生の際は容器に安全性の担保を求めるとされていますが，自衛隊三沢基地と米軍三沢基地の戦闘機

等が墜落した際とか，大型航空機が墜落した場合には，どのような安全対策が取られることになっていますか？ 

回答 
2001年の 9.11同時多発テロを踏まえて、米国および日本では乾式貯蔵容器への航空機の衝突を想定した解析評価が実

施されています。さらにドイツでは，軍用機の墜落を考慮した模擬試験が実施されていますが，いずれにおいても乾式貯蔵容
器の健全性が確認されており，当社はこれらの評価に基づいた事業を実施してまいります。 

質問 
過去の社長は一時期 2018年度内の操業を打ち出し、事業開始に至らないと売り上げが ないとしていました。その後，

2021年度内の操業に一変しましたが，今は 2022年度内の操業としています。このような貯蔵開始の見直しは，どのよろな理
由で行われたのか？ 

回答 

事業開始までには，「設エ認（設計及び工事の計画の認可）の審査」、「保安規定の審査」があり，その上で「追加工事」、
「使用前検査」等、多くのステップがあります。安全性の 確認を徹底して行うという観点から、許認可手続きに関わる国の審査
は現時点においても，「設エ認の審査」、「追加工事」等に要する期間を正確に見通すことが、非常に難しい状況にあります。
まずは，設エ認の審査終了を全力で取り組むこととし，その上で事業 開始の具体的な目標時期を見極めることとしています。  
なお，事業開始時期については，暫定的に 2021年度としております。 

質問 貯蔵開始から 5 0年後も，使用済燃料を再処理する必要があると信じますか？ 

回答 

国のエネルギー基本計画において、「我が国は、資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の減容化・有害度低減等の観
点から、使用済燃料を再処理し、回収されるプル卜ニウム等を有効利用する核燃料サイクルの推進を基本的方針としてい
る。」と明記されています。この基本計画に基づき原子燃料サイクルは推進されていくものと認識しており、国のエネルギー基
本計画の基本的方針のちと、国が主体となり進められていくものと認識しています。 

質問 設計及び工事の方法の認可申請の書類の不備が指摘されているが、予定通りに操業できますか。 

回答 今後も一層社を挙げて真摯に、かつ全力で取り組んでまいる所存です。 

青森県を「核の最終処分場にしないで!」条例制定へ本格的な街頭宣伝が始まりました 
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昨年８月に結成された「青森県を高レベル放射性廃棄物最終処分地としない条例」

制定をすすめる県民の会」はコロナ禍もあり街頭宣伝活動などは限定的に行われてい

ただけでしたが、５月に入り、六ケ所村を皮切りに本格的にスタートしました。15日には

尾駮地区、16日には泊地区を中心に街頭演説と周辺のチラシ配布行動を行いました。 

コロナ禍のため署名行動はポスティング対応として署名用紙や返信用封筒、リーフレ

ットなどを２日間で約 60名が県内各地から集まって行動しました。 



 

 

『新しいまちづくりのモデル都市』事業スタート！田名部まちなか地区ウォーカブル推進計画が策定される 

むつ市では、2018年度から 2020年度までの 3年間、都市

機能の集約と高度化による『アゲハ（夜景）かがやくまちづくり』

とした地方再生コンパクトシティの事業を実施してきました。

2021年度から 2023年度では、従来のコンパクトシティによる

まちづくりに加え、居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりとし

たウォーカブルシティとしたまちづくりを、コロナ禍を踏まえた

「新たな日常」への対応を踏まえながら、『オープンスペースと

コミュニケーションが紡ぐ多様なまちづくり』として事業を進める

としています。本事業については、国土交通省から「新しいま

ちづくり」のモデル都市となっています。 

これを踏まえて、都市再生推進法人である田名部まちづく
り株式会社により、田名部まちなか地区において、ゆとりとに
ぎわいのある歩きたくなるまちの実現に向けたウォーカブル推 

進計画が策定されました。 

そしてこの取り組みの一部は国土交通省による「新しいまち

づくりのモデル都市」に選ばれました。モデル都市に選ば

れたのは全国 13都市で北海道・東北・関東では当市だけ。 

具体的には市が進める「むつ下北未来創生キャンパス整備

事業」「金谷公園の改修とその周辺施設とのアクセス整備」な

どの事業で支援が受けられることになります。市では金谷公園

を中心に大学キャンパス、むつ総合病院の新病棟整備を予定

しています。また、田名部地区では遊休地状態だった代官山

公園をアウトドア向けに整備、開放するほか、市営団地の整備

などを計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ市中心部にある金谷公園の周辺で進めているまちづくりのイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

田名部まちづくり株式会社の今年、来年度以降の事業計画と過去の主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

田名部まちづくり株式会社とは？ 
《設 立 年 月》 2013年６月 

《所 在 地》 むつ市小川町二丁目１１番４号むつ市商工会議所内 

《主 な 事 業》 都市開発に関する企画、調整、設計及びコンサルタント業務

を中心にこれに関わる不動産の売買、交換、賃貸、仲介並び

に管理運営等、多岐にわたる事業 

《代表取締役》 濱崎 正明 

 

2021/5/2朝日新聞 

（むつ市都市整備部都市計画課コンパクトシティ推進室および田名部まちづくり株式会社のホームページより） 

 



 

 

 

 

 

  

こうしたプランが市財政の足枷にならないよう、そして原子力マネーに依存することのないよう祈ります。 
《基本コンセプト：人口減少下でも持続可能な街にする》 

【目標 1】 歩いて暮らせる環境整備を進める   【目標 2 】歴史的資源を活用した魅力あるまちづくりを進める 



 

 

                           ご存知でしたか、東通村に炭坑小学校があったこと、ロープウェイがあったこと 
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原発やめよう！金曜行動 200回を超える！   下北原発ゼロの会 

シリーズ 歴史を紐解く② 

 2011年の福島原発事故以来、全国的に取り組まれた「脱原発・金曜行動」は本県

では青森市、八戸市、十和田市などで取り組みが始まり、むつ市では 2012年 11月

からスタートしました。行動主体は「下北原発ゼロの会」（核の中間貯蔵はいらない！

下北の会、原発核燃をなくす下北の会、新日本婦人の会むつ支部で構成）で、毎月

第１、３金曜日マエダ本店前で午後４時（冬季間は３時）から 30分程度実施していま

す。その回数は今年２月で 200回を数え、先月末で 206回となりました。一日も早くこ

の行動が不要になる日を願いつつ… 


